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今年度 3年生に配付した資料から、１・２年生向けの内容のものを抜粋しました。 
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Ⅲ 私立高等学校について 

１．実施状況と流れ 
 県内私立高校では，多くの高校で A 推薦(単願推薦制度)を設けており，B 推薦(併願推薦制度)も多

くの高校で設けられています。公立高校を第１志望とする生徒は，B 推薦を利用して合格を決めて，安

心して公立高校入試に挑むというパターンが定着しています。 

２．合否の判定方法について 
 私立高校入試の合否の判定方法は，次の２つに大きく分けられます。 

（１）どちらかというと，入試当日の筆記（学力）試験の結果よりも，中学校での成績や諸活動・人

物面を重視して合否を判定する高校 

→調査書に基づく選考で通常，入試相談を伴います。これは１２月に中学校の先生が生徒の中

学校での活動状況や成績等を携えて高校の入試担当者を訪ねるところから始まります。 

（２）入試当日の筆記（学力）試験の結果を重視して合否の判定をする高校 

→主に，入試相談のない高校。入試相談をする高校で，内申等の基準に満たないまま受験する

場合もこれにあてはまります。一般入試またはフリー受験などと言われているもので，調査書

については「参考程度」の扱いで，筆記による学力試験を重視し，面接・作文などを加味して

行われます。 

学力試験を重視する高校は難関校と言われるところが多く，かなり広範な地域から受験生

が集まるため，学校間格差を考えると調査書では学力面の評価が難しい現実がありますが、

ある程度重視されるようです。 

３．入試相談を利用した推薦ついて 
私立高校には独自に設定した『A 推薦』『B 推薦』などと呼ばれる優遇制度があります。これらの

制度を利用するには、在籍している中学校校長の人物推薦と本人の成績(前期評定もしくは公立評定。ど

ちらか指定されている場合もあり)や特別活動，欠席日数などの高校側が設定した条件を満たしている必

要があります。 

この優遇制度が受けられるのかどうかを，例年 12 月 15 日頃に、中学校の職員が高校に行って「相

談」することを『入試相談』と言います。ここで高校側の基準に「受け付け」られれば，その生徒は，『A

推薦』『B 推薦』などの制度を利用して，その私立高校を受験することができる，ということになり

ます。（残念ながら「受け付け」られなかった場合は，その制度を利用できないということになって

しまいます。） 

『A 推薦』『B 推薦』などで受験した生徒は，成績等があらかじめ高校側に認められているので，

本番の入試で少々失敗した場合（体調悪化や緊張など）でも，ある程度配慮してもらえるという利点が

あります。しかし，『入試相談』で「受け付け」られればその高校を必ず受験しなければならないとか，

他の高校の受験が制約される場合もあります。また，受験の意思が１１月末の時点ではっきりとしていなけ

れば，『入試相談』を行うことが出来ません。また、入試相談を利用した推薦は、原則として、生徒 1人

につき、1校のみです。 
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令和 2年度市川市 3学年生徒の主な私立高校受験者数・進学者数 
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Ⅴ 志望校選択 

１，志望校選択の基準 
 「自分にとって良い学校」を選ぶには，いろいろな角度から考えていかなければなりません。その

際，基準としては何を重視するのかを整理し，それに沿って志望校を絞っていければ良いでしょう。いずれ

にしても，可能な限り情報収集をし，周囲のアドバイスもよく聞き，最終的には実際に志望校を訪問

して，自分の目で見て，肌で感じとってくることが大切です。ここでは，制度，環境，経済，能力・適性，

将来の進路計画，等の面から，志望校選択の基準として考えられる点の例を挙げておきます。 

 

☆志望校を決定するにあたって考慮することなど 

学校の施設・設備は？      教育方針・校風・雰囲気はどうか？ 

高校卒業後の進路状況は？    部活動の様子はどうか？ 

制服はどうか？         自分の学力にあっているか？ 

通学方法・時間は適当か？    学費・通学費は問題ないか？ 

取得できる資格はどうか？        家族は賛成しているか？ 

 

２，志望校決定の時期 
 志望校の調査をし，絞っていくことは，時間・労力を費やし，頭を悩ませるものです。 

また，目標が定まらない状況の中で学習を進めても，効果が上がりにくいということもありますの

で，早めに目標を定めることが望ましいと思います。 

特に，私立の推薦制度を利用する場合は，12月中旬から私立高校の入試相談もありますので，11 月

中には決定してください。公立が第一志望の場合、私立高校選択がおろそかになりがちですが、私立

の方が志望校確定時期が早いです。公立第一志望でも、早い時期から受験する私立高校を検討して

ください。公立については、中学校が願書をとりまとめる 2 月はじめ頃まで志望校を迷うことはで

きます。しかし、私立入試が始まる 1 月頃には公立志望校を決定し、迷いなく私立入試及び公立入

試に向けた最後の追い込みに臨みたいところです。 

３， 受験校パターン例と注意点 

(1)はじめに 

 “進学したい高校”といっても、何を基準に選んだらいいのか、迷うことと思います。学力、施

設、設備、校風、校則、制服、大学等への進学率、就職率、授業料…と色々な観点があります。ま

た、私立には様々な入試制度があるためなかなか受験の仕方をパターン化するのは難しいのです

が、 

① 公立と私立のどちらが第１希望なのか 

② 私立の入試制度の利用の有無、利用の仕方 

という２点を中心に、下記のようなパターンに分けて考えてみました。 



 
 
 
 
【内申点】 

「君は部活動で部長だから内申点高いでしょ」「いや、私は先生に怒られたから内申点低いよ」 
 このような会話を耳にしたことはありませんか。【私の進路】の先輩方の作文にも度々出てくるこ

の言葉。内申点とはなんでしょう。 
 各学年での１年間を通した５段階評定を学年評定といいます。内申点とは、３年間の学年評定の合計

値です。従って、内申点の満点は「９教科×５段階評定×３年間＝１３５点」となります。内申点は高

校に提出される調査書に記載されます。高校は内申点や入試得点等を審議し、合格者を決めます。 
 これらを踏まえ、意識すべきポイントを２つ、紹介します。 
①今を全力。 
 →１・２年生での学年評定はもう確定しており、今からではどうすることもできません。変えられるのは３

年生の学年評定のみ。また、南行徳中の卒業生が例年進学する私立高校の多くは、３年生の学年評

定のみを推薦基準にしています。 
②実技教科こそ全力。 
 →実技教科の５も五教科の５も、同じ５です。実技教科は授業の回数が少ない分、授業１回あたりの重

要度が五教科と比べ高いといえます。 
 「内申点」とは狭い意味では、これまで説明したとおり、学年評定の合計値を指します。しかし、

冒頭の会話文のように、部活動の成績や委員会活動の記録など、調査書に記載される情報全体を広く

指す場合もあるようです。 
 
【私の進路】 

 

心 
進路だより      

令和３年４月１４日 
進学主任 中上武士 

こころ 
 



 
 
 
 
【間接入試】 
 帰宅したら２年３学期の通知表を開きましょう。君たちの手元に学期ごとに届く通知表。教科の５

段階評定ばかりを気にしていませんか。 
 《行動の状況》を見てください。１０の項目があり、〇・Δで評価されています。一番上に「基本

的な生活習慣」とあります。これは、礼儀や身だしなみ、時間や規則に対する意識の高さを評価する項目

です。 
 自身を省みてください。服装で注意されたこと、遅刻したことはありませんか。いつも提出期限過

ぎていませんか。入試当日だけしっかりしていれば問題ないと思っていませんか。 
出願先の高校に提出する書類のひとつに「調査書」があり、《生活の状況》と同様の欄があります。

調査書の「基本的な生活習慣」に〇がついていないと、試験官にチェックされる場合があります。入

試では誰もが身だしなみを整えます。しかし「基本的な生活習慣」に〇がない。この矛盾の真相を確

かめるべく、面接官からの質問が増え、面接時間が長くなることもあるそうです。調査書を作成して

いるのは中学校です。つまり、普段の中学校生活は全て、間接的に入試であると考えることもできる

のです。 
「基本的な生活習慣」に〇さえついていればよいというわけではありません。試験官は毎年、何十

人、何百人の受験生を面接しています。うわべだけ繕ってきた生徒を見破る術をもっていると考える

のが妥当です。可能な限り早い段階から、入試当日のような生活態度を実践し、それをう

わべではない本当の自分の姿として獲得しなくてはならないのです。 
【私の進路】 
「あなたの進路に対する取り組みを振り返り、これから進路選択を迎える後輩へ助言を書きなさい」

去年のある学校の３年生に課した作文課題です。参考にしてください。 
※誤字が含まれる場合がありますが、そのまま掲載しております。 

 

心 
進路だより      

令和３年４月２０日 
進学主任 中上武士 

こころ 
 



 
 
 
 
【今何をしていれば】 
勉強編 
①１・２年生の復習。 
②短時間で良いので毎日机に向かう習慣づくり。 
 →今の時期、部活動等で長時間の勉強は困難でしょう。そこで、習慣づくりとして、短時間で良い

ので毎日机に向かいましょう。勉強の習慣がないと、部活動を引退することで生じる空き時間を

持て余してしまいます。   
③授業の内容を授業内で消化できるよう努力する。 

進路希望編 

〇家族・友人等と進路について話す。 

〇自分の希望進路について調べる。 

 →自分の興味関心に特化した進路は？自分のやりたい部活動が強い高校は？など 

  全く思いつかなければ、保護者の母校や先輩の進学先でも良いのでとにかく調べてみることです。 

 →インターネット、教室にある進路本等を活用しましょう。 

→進路希望が明確になることでやる気に火がつく者が毎年大勢います。 

【私の進路】※誤字が含まれる場合がありますが、そのまま掲載しております。

 

心 
進路だより      

令和 3 年 5 月 13 日号 
進学主任 中上武士 

こころ 
 



 
 
 
 
【手→足→頭】 

 志望進路決定までの流れは手・足・頭。 

①手…本、インターネット等で手を使って調べる。（春）←今はこのあたり 

②足…実際に足を運ぶ。（夏） 

③頭…手で集めた情報、足で集めた経験を総合的に判断し、意志決定（秋冬） 

 
【私の進路】 
「あなたの進路に対する取り組みを振り返り、これから進路選択を迎える後輩へ助言を書きなさい」

去年の３年生に課した作文課題です。君たち後輩のために、貴重な時間を割いて書き上げてくれたも

のです。参考にしてください。 
※誤字が含まれる場合がありますが、そのまま掲載しております。 
 

心 
進路だより      

令和 3 年 5 月 20 日 
進学主任 中上武士 

こころ 
 



 
 
 
 
【問い】 

次のＡからＤの選択肢のうち、今のあなたの進路希望に最も近いものを一つ選び記号で答えなさい。 
 
Ａ 第一志望校名が具体的に言える。 
Ｂ 興味のある志望校名が具体的に複数言える。 
Ｃ 具体的な志望校名は言えないが、公私立・部活動・自宅からの距離等大事にしたい条件は言える。   
Ｄ 何も考えていない。 
 
 選ぶまで以下は読まないでください。 
 
 
それでは、選択肢ごとの助言です。 
 
Ｄ 何も考えていない。 
Ｄを選んだあなたは、普通です。友人家族、先生と進路の話題を交わしていきましょう。進路資料

本等を眺めるのも良いでしょう。まずは、部活動や学校行事など、進路選択のうえで大切にしたい条

件を考えましょう。 
 
Ｃ 具体的な志望校名は言えないが、公私立・部活動・自宅からの距離等大事にしたい条件は言える。 
Ｃを選んだあなたは、１歩進んでいます。その分野を調べ、具体的な高校名が言えるようになった

とき、勉強エンジンに火がつくことでしょう。 
 
Ｂ 興味のある志望校名が具体的に複数言える。 
Ｂを選んだあなたは、２歩進んでいます。高校見学等の情報を収集する段階です。見学会等で候補

校を比較することで、より良い進路選択ができるでしょう。 
 
Ａ 第一志望校名が具体的に言える。 
Ａを選んだあなたは、3 歩進んでいますが、ときには 2 歩下がることも重要です。まだ 6 月。時間

はまだまだありますので、ぜひ他の高校にも目を向けてください。「Ａ高校しか知らないけどＡ高校

を受験」と「Ａ高校以外も知っているうえでＡ高校を受験」では、同じＡ高校を受験しますが、気の

持ちように差が生じます。前者では、受験直前になって「本当にＡ高校で良いのだろうか」と迷いが

一瞬脳裏をよぎり、次第に増していくでしょう。そうなると、パフォーマンスが落ちかねません。一

方後者であれば、迷いなく受験に臨めることでしょう。そのためには、今の段階から進路選択のアン

テナを高く伸ばし、広く興味をもって高校を検討することです。 

心 
進路だより      

令和 3 年 7 月 1 日号 
進路主任 中上武士 

こころ 
 



 
 
 
 
【私立高校】 
 公立第一志望の場合、公立高校にしか関心が及ばず、私立高校についてはほとんど知識がない、と

いう人も少なからずいるでしょう。しかし、たとえ公立第一志望だとしても、私立高校にも早い段階

から目を向ける必要があります。 
実際に公立高校しか受験しない者は少数であり、多くの者が私立高校を受験します。また、11 月に

は私立高校の推薦入試制度利用校を確定させなければならない場合がほとんどです。 
私立高校に関心がないままでは、当然高校見学等のあてはありません。9 月になれば、到達度テス

トに定期試験に忙しい日々が過ぎ去りすぐ 10 月です。11 月の私立推薦入試利用校確定までもう間は

ありません。ここでようやく学校体験に行こうかと慌てるようでは、余裕のある志望校選択はできま

せん。2 月、公立高校受験に不合格となり、見学にも行かないまま出願し合格した第２志望のよくわ

からない私立に進学、という生徒が毎年必ずいます。同じ失敗をしないためにも、心がけてほしい点

がふたつあります。 

①私立・公立双方の見学予定を組む。 

②進路希望調査に書く学校(実際に受験する学校)は、ここに書いてある学校ならどこに進学すること

となっても後悔はないという覚悟で書く。 

ちなみに過去には、高校によっては見学に訪れた中学生に記名させ、見学回数をカウントする学校

もありました。この回数が入試で有利に働く高校もあれば、反対に、見学の記録が残っていないと、

面接で「あなたは、一回も見学に来ていませんが、どうして本校を志望したのですか」と聞かれるこ

ともあるそうです。もちろん、感染症への懸念もありますので、実際に足を運ぶかどうかは、各家庭

でよく相談のうえ決めてください。 
なお、新たに見学予定を組み、かつ夏休み見学予定表を既に提出済みの場合、三者面談で担任に口

頭でお伝えください。 
 
【私の進路】 
「あなたの進路に対する取り組みを振り返り、これから進路選択を迎える後輩へ助言を書きなさい」

ある年の３年生に課した作文課題です。君たち後輩のために、貴重な時間を割いて書き上げてくれた

ものです。参考にしてください。 
※誤字脱字が含まれる場合がありますが、そのまま掲載しております。 

 

心 
進路だより      

令和 3 年 7 月 2 日号 
進路主任 中上武士 

こころ 
 


	表紙.pdf
	R3 9月15日　ZOOM進路講演資料.pdf
	心R30414.pdf
	心R30420.pdf
	心R30421
	心R30430.pdf
	心R30513.pdf
	心R30520.pdf
	心R30701.pdf
	心R30702.pdf




